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走査型電子顕微鏡によって観察した魚類の寄生虫，  
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l はじめに  

魚類を死に致らしめる寄生虫は，実に多岐にわたって  

いる。それらは原虫から甲殻類にまでおよび，個々の寄  

生虫について未だ十分研究されているとほ言い難い。   

今回，魚の体表に寄生する特殊な単世代吸虫類（mo－  

nogenea）に分頬される，Gッro血c己ツJ㍑Sノqpo乃£cu5  

Kikuchiの標本を入手し，走査型電子顕微鏡により観察  

する機会を得たので，その結果について以下に報告する。  

Il材料及び方法  

単世代吸虫類GγrO（ブαC£ツ～比Sノ（岬OnよcとJS Klkuchlは，  

体長20mm未満のキンギョ〔CαrαSS£昆S COrα5SまusαUr一  

α亡US（Linn盲）〕の稚魚（性別不詳）頭部域に固着して  

いたものである。なお種の同定は，江華（1978）の方法  

によった1）。試料は10％中性フォルマリンに投入し，固  

定した。その後試料は．アルコール系列を通して徐々に  

脱水した後，アセトンを経て酢酸アミールとアセトンの  

等量液に移し，純酢酸アミール溶液に投入した。日立製  

の臨界点乾繰装置（HltaChiHCP Ⅱ型）に掛け，試  

料の脱水を完全なものとした。金を蒸着した後，走査型  

電子顕微鏡によるG．ノqpo托よc比S∬£ucんiの観察ならびに  

写真撮影を実施した。使用した走査型電子顕微鏡は日立  

製（S－450型）であり，20kvの加速電圧のもとで行った。  

Ill観察及び論議  

Gッro血c亡γg〟Sノqpo71ZcαS Kikuchiは淡水性の吸虫  

類であり，その多くのものはキンギョの稚魚の眼窟周囲  

（図1～2），賠蓋（gillopercle）開口部後縁に認めら  

れ（図3～6），それらは孤立あるいは2～3個体が集  

合して存在する。賠蓋は完全に閉鎖されない（図4）。  

G．japonicus Kikuchiが宿主の口唇郡に認められない  

のは，その幼生が定着した際，直ちに餌として摂取され  J■ヽ  

てしまうからであろう。   

G．ノqpoJlよc乙↓S Klkuchlの虫体は，丸味を帯びた長橋  

円形を呈し，全長1．5－1．8mm，幅は体中央部において0．2  

mm前後の値を示す（図7）。虫体の前端郡（anterior  

regione）は2叉に分葉し，それぞれ長さ25FLmの尖鋭  

な突起を形成する（図7）。この虫体前端部に位置する  

1対の突起の間に口器が存在する（図7，13）。感覚器  

官は退化消失している。   

口器に通ずる咽頭（pharynx）の両側に，2個の腰  

細胞群（gland cellmass）があり，上述の突起末端  

部より粘液物質を放出することから，粘着突起（adhesr  

ive process）と呼ぶことがある1）12）。楕円形を呈する虫  

体の表面に規則的に配列する幅5～10〟mの横じわがあ  

り，伸縮性に喜んでいることを示唆している（図8）。  

宿主の表皮に接する体の後端に長径50〟m，短径30〟m  

前後の値を有する卵円形の固着盤がある（図3，7～8）。一ヽ  

これを虫体前端の粘着突起に対して後吸盤（posterior  

sucker）と称する。   

虫体と後吸盤との間に直径20〃mはどの細い頚部が形  

成され，後吸盤の接続部となる（図8）。後吸盤の周囲  

には長さ10～15〟m，直径3〃m前後の8対の突起が等  

間隔で並ぶ（図7～8）。おのおのの突起末端部には，  

内側に向って鋭く湾曲する長さ3／上mの周縁絢（marg  

inalh00k）が存在する（9，12）。この周縁鈎を宿主  

の表皮表面に刺入することによって（図10～11），虫体  

を固着する。周縁絢はキチン質よりなる。G．ノ哩）Onよc乙JS  

Kikuchiの全形を図13に示す。   

今回の観察では，後吸盤内側の構造を認め得なかった  

が，その中央に支持棒を伴う1対の大型の中心的（cent－  

ralhook）が存在するといわれている1）2）。G．ノdpOれic乙∠S  
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Klkuchiの虫体及び後吸盤表面は，直径0．2～0．5pmの  

小額粒状構造によって被覆される（図9～10）。G．ノ叩0一  

花fcus Klkuchlは，多くの周縁的を有する後吸盤によっ  

て虫体を固着し，次いで体を逆U字型に湾曲させ，前端  

にある粘着突起によって口器を宿主の表皮に接触させる。  

そして，組織を破壊し摂取することによって，栄養源を  

得る。この摂餌運動はシャクトリムシに似る。魚は  

G．japonicus Kikuchiの寄生により，後吸盤の絢及び  

口器によって，表皮に損傷をこうむる。その結果，傷口  

から病原生の細菌，寄生性の原虫が浸入し，魚体は著る  

しく衰弱する。   

観察の対象としたキンギョの稚魚において，鱈蓋が十  

分に閉鎖し得ないのは，まずG．japonicus Kikuchiが  

賠蓋開口部後緑に固着したことによって，魚思の部分に周  

毛虫類（図3，5－6の矢印）や鞭毛虫類Jcfんッobodo  

sp．などの寄生性の原虫が二次的に侵入し，紙上皮，鯉  

血管の障害が惹起され，鱈全体が強度の畦脹に陥った結  

果であろう。   

GJaponicus Kikuchiの顆は雌雄同体であり，繁殖  

は卵胎性で，卵は子宮内で弼化し．十分発育した娘虫が  

産み出され，直ちに寄生生活に入る1）2）。また，夏季水温  

の上昇時に繁殖活動は最も活発となり，同¶宿主上で虫  

体が増加するため，G．ノ叩0花～cus Kikuchiの寄生によ  

るストレスによって死亡することもあり，外敵に対して  

抵抗力の低い淡水魚の稚魚にとって，G．ノdpO托icus Ki－  

tuchiは大敵と看し得る。  
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キンギョの稚魚頭部域に固着するG）′rO血c妙J㍑Sノ叩0几よc乙↓S Kikuchlの走査型電子顕微鏡像。   

図1～2：眼窟周囲に固着しているもの。   

図3～6：賠蓋開口部後緑に固着しているもの。鯉蓋開口部前縁に固着するものは，この固体では極く少数に  

止まる。賠蓋は鱈の腫脹によって．完全に閉鎖することができない。図3，5～6の矢印は賠表面の周毛虫類を  

示す（図中のUは〃を表わす）。  

40－   



走査型電子願微鏡によって観察した魚類の寄生虫・GγrO血cfツ～〟5卸0乃血5互∠転んg（Trematoda）   

G・ノ叩0花王cu5Kikuchlの体前端部及び後吸盤を示す走査型電子顕微鏡像。   

図7：体前端の粘着突起と口器を示す。   

図8ニ体表の憤じわを示す。  

図9～12＝後吸盤の周縁絢を示す。図9～10では体表・後吸盤表面を被覆する小楯粒を示す。図10～11では宿  

主の表皮内に鈎を刺入している様子が良く判るc図12は周縁絢の拡大（図中のUは〟を表わす）。  
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13  
宿主の表皮  

G．加0托icus Klkuchlの全形と周縁絢を示す模式図。  
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